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液体キセノンの発光スペクトル測定（~H25）

本研究は，科学研究費補助金（22540307）の支援を受けました
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 slit width 0.5 mm / height16 mm
 slit width 0.8 mm / height 4 mm
 fitting slit width 0.5 mm / height 16 mm
 fitting slit width 0.8 mm / height 4 mm

VUV領域
175.5 nm
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キセノンの赤外領域の発光

G. Bressi et al., NIM A 461 (2001) 378.
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アルゴンの発光：真空紫外-可視-赤外領域

T. Heindl et al., Europhys. Lett. 91 (2010) 62002.

電子ビーム（12keV, pulse）で励起
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キセノンエキシマランプ（放電）の発光

浜松ホトニクスによる測定
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近紫外領域を測定する意味

　・発光スペクトルの正確な理解

　・発光量の正確な理解

　・エネルギー分解能の理解と向上

　・レイリー散乱長の正確な評価

　・不純物の測定，リアルタイムモニター？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



  

光学系の変更と改良
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まとめ
・ 液体キセノンシンチレータの発光スペクトルは，
　真空紫外より長い波長領域の情報も重要になる。

・ 近紫外波長域での液体キセノンの発光スペクトル
　を精度良く測定すべく，SN比を向上した実験を
　準備している。

  査定額
　　物品費：  20 千円  ⇒  真空系の消耗品
　　旅費：   100 千円  ⇒  準備の為の神岡への旅費

赤外発光測定については，科学研究費補助金（25287055）の支援を受けています


